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構
成
し
て
い
た
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
、
計
画
経
済
の

崩
壊
を
機
に
広
大
な
農
地
と

肥
沃
な
黒
土
を
生
か
し
て
土

地
利
用
型
農
業
を
推
進
。
２

０
１
０
年
代
以
降
、
収
穫
量

を
大
き
く
増
や
し
た
。
野
部

教
授
は
、
両
国
の
農
産
物
貿

易
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
紹
介

し
、「
世
界
有
数
の
穀
物
輸
出

国
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る

光
の
側
面
」
と
述
べ
た
一

方
、
衰
退
し
て
い
っ
た
両
国

の
工
業
を
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
る
影
の
側
面
だ
と

指
摘
し
た
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
、
小

麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
全
世

界
輸
出
量
予
測
の
デ
ー
タ
を

示
し
た
う
え
で
、「
日
本
に
つ

い
て
も
現
状
に
即
し
た
食
料

安
全
保
障
政
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
結
ん
だ
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
像
の

再
構
築
」
を
共
通
テ
ー
マ
に

し
た
経
済
学
部
公
開
講
座

（
全
６
回
）
が
５
〜
６
月
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
て
い

る
。
６
人
の
講
師
陣
が
、
新

た
な
金
融
技
術
や
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
動
向
な
ど

多
様
な
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
、
現
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
実
像
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
提
示
す
る
。

　
初
回
の
５
月
13
日
は
、
ロ

シ
ア
経
済
が
専
門
の
野
部
公

一
教
授
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
と
世
界
の
食
料
需
給
」
と

題
し
て
講
演
。
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
農
産
物
生
産
・

貿
易
の
変
遷
を
ひ
も
と
き
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も

た
ら
す
影
響
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
世
界
有
数
の
穀
物
輸
入
国

で
あ
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を

　
２
０
２
３
年
度
育
友
会
定

期
総
会
が
６
月
３
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

育
友
会
員
、専
修
大
学
役
員
・

教
職
員
ら
98
人
が
出
席
。

　
吉
村
信
子
会
長
が
議
長
を

務
め
、
議
案
を
審
議
。
22
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
、
23
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
、
新
役
員
人
事
が
承

認
さ
れ
、
新
会
長
に
小
海
祐

資
さ
ん
を
選
出
し
た
。

　
事
業
報
告
で
は
、「
支

部
懇
談
会
」
を
３
年
ぶ

り
に
55
支
部
49
会
場
で

開
催
で
き
た
こ
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
等
に
伴
う
学

生
支
援
と
し
て
、
３
２

５
０
万
円
を
助
成
し
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

　
今
年
度
の
育
友
会
主

催
行
事
、
会
員
や
学
生

に
対
す
る
支
援
の
取
り

組
み
の
詳
細
は
、
会

報
『
育
友
』
１
７
４

（
夏
）
号
に
掲
載
す

る
。

　
会
報
『
育
友
』
や
『
ニ
ュ
ー

ス
専
修
』
を
通
じ
て
、
育
友
会

や
学
生
の
学
内
外
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
知
り
、「
何

か
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と

育
友
会
活
動
に
参
加
。
３
年
目

は
育
友
会
奨
励
賞
の
選
考
委
員

長
を
務
め
た
。
元
々
、
専
大
生

に
対
し
て
は
真
面
目
な
印
象
を

持
っ
て
い
た
が
、「
奨
励
賞
の

応
募
作
品
か
ら
伝
わ
る
、
前
向

き
で
行
動
力
あ
ふ
れ
る
姿
に
感

銘
を
受
け
た
」
と
話
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
振
り

返
り
、「
子
ど
も
の
学
業
や
就

職
活
動
に
つ
い
て
不
安
も
あ
っ

た
が
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点

の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営

ー
日
本
と
ア
ジ
ア
の
関
係

か
ら
ー

上
田
和
勇

編
著

　
本
書
は
６
人
の
学
者
と
２

人
の
実
務
家
に
よ
り
執
筆
さ

れ
た
。
執
筆
者
の
専
門
領
域

は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

保
険
、
国
際
経
営
な
ど
実
に

多
彩
で
あ
る
。

　
本
書
の
第
１
の
特
徴
は
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割

を
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、

特
に
社
員
と
そ
の
関
係
者
の

Well-being

と
成
長
に
ま
で

拡
張
し
て
、
具
体
的
に
考
察

し
て
い
る
点
。
第
２
の
特
徴

は
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
で
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
問
題
の
検
討
な
ど
を
通

じ
、
人
的
資
産
リ
ス
ク
、
他

者
と
の
協
力
関
係
に
関
す
る

リ
ス
ク
、
Ｍ
＆
Ａ
リ
ス
ク
な

ど
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
現
実

に
今
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

リ
ス
ク
と
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
考
察
さ
れ
て
い
る
点
。

　
多
く
の
事
例
と
コ
ラ
ム
に

よ
り
、
理
論
を
さ
ら
に
具
象

化
し
て
読
者
の
関
心
を
深
め

や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　
多
様
な
文
化
と
の
共
生
が

求
め
ら
れ
る
日
本
と
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
多
様
な

視
点
か
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
す
る
本
書
は
学
生
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
に
も
推
奨
で
き
る

良
書
で
あ
る
。（
同
文
舘
出

版
・
税
込
み
２
８
６
０
円
）

編
著
者
（
う
え
だ
・
か
ず

お
）

名
誉
教
授
。
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
保
険
、
企

業
倫
理
。

ハ
マ
の
ド
ン

横
浜
カ
ジ
ノ
阻
止
を
め
ぐ

る
闘
い
の
記
録松

原
文
枝

著

　
横
浜
港
湾
の
元
締
め
で
政

財
界
に
影
響
力
を
持
つ
裏
の

権
力
者〝
ハ
マ
の
ド
ン
〞こ
と

藤
木
幸
夫
氏
。御
年
92
歳
。横

浜
市
が
進
め
た
カ
ジ
ノ
誘
致

阻
止
に
向
け
、
時
の
最
高
権

力
者
と
全
面
対
決
し
た
。
決

戦
の
場
と
な
っ
た
の
は
横
浜

市
長
選
。
藤
木
氏
が
賭
け
た

の
は
、
住
民
投
票
を
求
め
る

署
名
を
法
定
数
の
３
倍
も
集

め
た
市
民
の
力
だ
っ
た
。

　
リ
ス
ク
覚
悟
で
挑
ん
だ
藤

木
氏
の
行
動
と
市
民
の
力
が

融
合
し
、
最
後
は
政
権
が
進

め
た
国
策
を
な
ぎ
倒
し
た
。

　
政
治
を
市
民
の
手
に
取
り

戻
す
｜
｜
。
著
者
が
制
作
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
ハ
マ
の
ド
ン
』
を
さ
ら
に

深
掘
り
す
る
と
と
も
に
、
映

画
が
制
作
さ
れ
る
ま
で
を
記

録
し
た
。（
集
英
社
・
税
込

み
１
０
５
６
円
）

著
者
（
ま
つ
ば
ら
・
ふ
み

え
）
文
学
部
特
任
教
授
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
。
テ
レ

ビ
朝
日
社
員
。

　
専
修
大
学
熊
本
玉
名
高
校

は
４
月
27
日
、
玉
名
市
と
、

地
域
に
根
差
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
な
ど
で
協
力

す
る
包
括
的
連
携
協
定
を
結

ん
だ
。
同
校
で
締
結
式
が
あ

り
、
渡
辺
正
隆
校
長
と
藏
原

隆
浩
市
長
が
協
定
書
に
署
名

し
た
。

　
両
者
は
２
０
２
１
年
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
人
材
育
成
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
で
い
た
。
そ
れ

を
発
展
さ
せ
た
包
括
協
定
で

は
、
人
的
・
知
的
資
源
を
相

互
活
用
し
、
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
な
ど
を
幅
広
く
進

め
て
い
く
。

専
大
熊
本
高
と
玉
名
市

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

大
雨
及
び
台
風
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
ー
ー
ー

生
田
学
生
生
活
課
☎
０
４
４・
９
１
１・
１
２
６
７

神
田
学
生
生
活
課
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

生
田
大
学
院
事
務
課
☎
０
４
４・
９
１
１・
１
２
７
１

神
田
大
学
院
事
務
課
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

法
科
大
学
院
事
務
課
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
９
１

石
巻
専
修
大
学
事
務
課
☎
０
２
２
５
・
22
・
７
７
１
２

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
専
修
大
学
と
石
巻
専
修
大
学
は
、
被

災
さ
れ
た
学
生
と
保
護
者
の
方
に
対
し

て
、
安
心
し
て
学
業
が
継
続
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
以
下
の

担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ロシアとウクライナの小麦輸出先の

特徴を説明する野部教授

グローバル経済の実像示す

経済学部公開講座

育
友
会
定
期
総
会

23
年
度
事
業
計
画
を
承
認

今年度の新役員を紹介

協
定
書
を
持
つ
渡
辺
校
長（
左
）

と
藏
原
市
長
（
右
）

に
助
け
ら
れ
た
。
多
く
の
方
と

つ
な
が
り
、
交
流
を
深
め
ら
れ

る
点
が
育
友
会
の
魅
力
」
と
語

る
。

　
会
長
に
就
任
す
る
に
あ
た

り
、「
イ
ベ
ン
ト
の
対
面
開
催

が
増
え
る
な
ど
、
育
友
会
活
動

も
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
り
つ

つ
あ
る
。
一
方
で
、
３
年
間
活

動
が
制
限
さ
れ
た
影
響
は
大
き

く
、
運
営
面
で
克
服
す
べ
き
課

題
も
多
い
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

本
部
と
各
支
部
の
連
携
を
強
化

し
、
会
員
全
員
で
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込

め
る
。

　「
土
日
は
育
友
会
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
か
、
学
童
野
球

の
審
判
を
し
て
い
る
か
の
ど
ち

ら
か
」
と
笑
う
小
海
さ
ん
。
法

学
部
４
年
次
の
長
男
が
小
学
１

年
生
の
と
き
に
野
球
を
始
め
た

の
を
機
に
、
学
童
野
球
に
関
わ

る
よ
う
に
な
り
、
５
年
ほ
ど
前

か
ら
始
め
た
審
判
員
の
活
動
は

今
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
。「
野

球
で
も
学
業
で
も
、
一
生
懸
命

頑
張
る
子
ど
も
た
ち
や
若
者
を

支
え
る
の
は
楽
し
い
」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　
専
修
大
学
は
学
生
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
と
感
じ
て

い
る
。
し
か
し
「
受
け
身
の
姿

勢
で
は
何
も
得
ら
れ
な
い
」
と

表
情
を
改
め
、
専
大
生
に
対
し

て
「
大
学
で
何
を
身
に
つ
け
、

そ
の
先
の
道
を
ど
う
切
り
開
い

て
い
く
か
は
自
分
次
第
。
大
学

の
支
援
や
制
度
を
有
効
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
。

　
埼
玉
県
川
口
市
在
住
。

頑張る若者をサポート

小
こ

海
か い

祐
ゆ う

資
す け

さん

育友会 新会長

　
５
月
４
、
５
日
、
チ
ェ
コ

共
和
国
の
首
都
に
あ
る
プ
ラ

ハ
・
カ
レ
ル
大
学
で
、
チ
ェ

コ
語
と
日
本
語
の
話
し
言
葉

を
巡
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〝W
orkshop on spoken 

lan
g
u
ag
e
:C
zech

 an
d 

Japanese

〞

が
開
催
さ
れ

た
。
企
画
・
運
営
を
務
め
た

の
は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
丸
山
岳
彦
教

授
。
２
０
１
９
年
11
月
に
同

大
学
で
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
続
い
て
、
２
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
。

　
チ
ェ
コ
共
和
国
で
は
、
プ

ラ
ハ
・
カ
レ
ル
大
学
な
ど
３

大
学
に
、
日
本
語
を
専
攻
で

き
る
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
、
３
大
学
か
ら

日
本
語
を
学
ぶ
学
部
生
、
大

学
院
生
、
教
員
、
合
わ
せ
て

30
人
が
参
加
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

話
し
言
葉
を
巡
る
言
語
学
的

な
諸
課
題
に
つ
い
て
丸
山
教

授
が
英
語
で
講
義
。
話
し

言
葉
の
定
義
、
非
流
暢
性

（disfluency

）
の
種
類
な
ど

に
つ
い
て
、
チ
ェ
コ
語
と
日

本
語
の
双
方
の
視
点
か
ら
紹

介
し
、
学
生
た
ち
の
間
で
熱

心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　「
え
ー
と
」「
あ
の
ー
」
な

ど
、
話
し
手
が
言
い
よ
ど
む

際
に
出
て
く
る
言
葉
（
フ
ィ

ラ
ー
）
に
つ
い
て
、「
チ
ェ
コ

語
で
30
秒
ス
ピ
ー
チ
を
せ

よ
、
た
だ
し
フ
ィ
ラ
ー
を
一

切
使
わ
ず
に
」
と
い
う
課
題

で
は
、
思
わ
ず
「A

ch...

」

と
い
う
フ
ィ
ラ
ー
を
発
し
て

し
ま
う
学
生
が
続
出
し
、
教

室
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ

た
。

　
ま
た
、
日
本
語
の
話
し
言

葉
コ
ー
パ
ス
（
話
し
言
葉
を

大
量
に
録
音
し
て
検
索
可
能

に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を

使
っ
た
実
習
課
題
で
は
、
参

加
者
た
ち
が
複
数
の
コ
ー
パ

ス
を
分
析
。
一
人
の
話
者
が

話
し
続
け
る
ス
ピ
ー
チ
（
独

話
）
と
複
数
人
が
参
加
す
る

日
常
会
話
と
で
は
、
出
現
す

る
フ
ィ
ラ
ー
の
傾
向
が
違
う

こ
と
、
男
女
別
に
集
計
す
る

と
さ
ら
に
異
な
る
分
布
を
見

せ
る
こ
と
な
ど
、
分
析
結
果

が
発
表
さ
れ
た
。

　
丸
山
教
授
は
、「
今
後
は
、

専
修
大
学
の
学
生
た
ち
を
チ

ェ
コ
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生

た
ち
と
結
び
付
け
た
い
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
機
会

な
ど
を
設
け
る
つ
も
り
だ
」

と
話
す
。

チェコの学生を前に講義する丸山教授（中央）

丸
山
岳
彦
教
授

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

Workshop on spoken language : Czech and Japanese

チェコで現地学生に講義
「話し言葉を巡るワークショップ」


